
５ 市町村別の状況

（１）事業所数

【卸売業】

事業所数は、市部で２，９２２事業所、町村部で８８事業所となり、前回に比べて市部

で４４６事業所減少し、町村部で１２事業所減少した。

事業所数が前回比で同数であったのは由布市、姫島村であり、その他の１３市３町で減

少した。

［主な減少市・郡部］

大分市 １７７事業所減 （前回比△１０．９％減）

中津市 ６１事業所減 （ 同 △２２．２％減）

別府市 ５９事業所減 （ 同 △１６．７％減）

【小売業】

事業所数は、市部で１２，５１５事業所、町村部で６９３事業所となり前回に比べて、

市部で１，２４０事業所、町村部で６５事業所減少した。

全ての市、町において事業所数が前回に比べて減少し、増加したのは姫島村のみであっ

た。

［増加町村部］

姫島村 ４事業所増 （前回比 ７．４％増）

［主な減少市・町村部］

大分市 ３１７事業所減 （前回比△ ７．５％減）

別府市 １９０事業所減 （ 同 △１２．０％減）

中津市 １４４事業所減 （ 同 △１１．５％減）

（２）就業者数

【卸売業】

就業者数は、市部で２３，８２５人、町村部で５６１人となり、前回に比べて市部で２，

２８５人減少し、町村部で１４４人減少した。

就業者数が前回に比べて増加したのは豊後高田市等４市であり、その他の１０市３町１

村で減少した。

［主な増加市・町村部］

豊後高田市 ２５６人増 （前回比 ６６．８％増）

津久見市 ５６人増 （ 同 ２０．６％増）

豊後大野市 １３人増 （ 同 ４．４％増）

［主な減少市・町村部］

大分市 １，２１４人減 （前回比△ ８．１％減）

佐伯市 ３４８人減 （ 同 △２３．３％減）

中津市 ２８２人減 （ 同 △１４．６％減）

【小売業】

就業者数は、市部で８０，２９８人、町村部で３，７２２人となり、前回に比べて市部

で１，８９３人減少し、町村部で８１人増加した。

就業者数が前回に比べて増加したのは大分市等４市、２町、減少したのは中津市等１０

市、１町となった。

［主な増加市・町村部］

別府市 ２６１人増 （前回比 ３．０％増）

日出町 １１０人増 （ 同 ７．３％増）

玖珠町 １０３人増 （ 同 ７．６％増）

［主な減少市・郡部］

中津市 ４６２人減 （前回比△ ６．７％減）

臼杵市 ３８３人減 （ 同 △１２．７％減）

国東市 ３５８人減 （ 同 △１７．３％減）



表１１ 市町村別、年次別の事業所数

表１２ 市町村別、年次別の就業者数



（３）年間商品販売額

【卸売業】

年間商品販売額は、市部で１兆３，３０８億円、町村部で１６８億円となり、前回に比

べて市部で２１９億円の減、町村部で９億円の減となった。

年間商品販売額が前回に比べて増加したのは大分市等３市２町、減少したのは別府市等

１１市１町１村となった。

［主な増加市・町村部］

大分市 ３７３億円増 （前回比 ３．９％増）

中津市 ２５億円増 （ 同 ３．２％増）

由布市 １４億円増 （ 同 １２．３％増）

［主な減少市・町村部］

別府市 ２３０億円減 （前回比△２３．２％減）

佐伯市 １２３億円減 （ 同 △２１．５％減）

日田市 ９３億円減 （ 同 △１９．４％減）

【小売業】

年間商品販売額は、市部で１兆１，６３０億円、町村部で４６４億円となり、前回に比

べて市部で６４億円の減、町村部で６億円の増となった。

年間商品販売額が前回に比べて増加したのは大分市等６市１町、減少したのは豊後高田

市等８市２町１村となった。

［主な増加市・町村部］

杵築市 ２６億円増 （前回比 ９．７％増）

豊後大野市 ２５億円増 （ 同 ７．７％増）

日出町 ２４億円増 （ 同 １２．１％増）

［主な減少市・町村部］

豊後高田市 ３８億円減 （前回比△１７．８％減）

佐伯市 ３７億円減 （ 同 △ ４．９％減）

別府市 ３３億円減 （ 同 △ ２．６％減）

（４）人口１，０００人当たり事業所数・就業者数

【人口１，０００人当たり事業所数】

県平均１３．４事業所、市部では１３．５事業所、町村部では１３．２事業所となり、

市町村とも前回を下回った。

市町村別にみると、市部では日田市の１８．３事業所が最も多く、大分市の１１．６事

業所が最も少ない。町村部では姫島村の２６．６事業所が最も多く、日出町の１０．３事

業所が最も少ない。

増減率をみると、姫島村で増加し、その他の市町では減少となった。

【人口１，０００人当たり就業者数】

県平均８９．９人、市部では９０．８人、町村部では７２．４人となり、ともに前回を

下回った。

市町村別にみると、市部では大分市の１０４．９人が最も多く、国東市の５８．３人が

最も少ない。また、町村部では玖珠町の９０．０人が最も多く、九重町の５３．９人が最

も少ない。

増減率をみると、５市１町１村で増加し、玖珠町が７．７％と最も高く、次に豊後高田

市、豊後大野市の７．２％が続いている。



表１３ 市町村別、年次別の年間商品販売額

表１４ 市町村別 人口1,000人当たり事業所数・就業者数


